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1.コンパイラ言語とインタプリタ言語の違い
　C 言語で書いたコードは、コンパイルされた後、マシンの上で直接実行される。つまり
コンパイラ言語である。機械語の効率的な実行のために設計される。これに対して Java 

はインタプリタ言語（ソースコードを逐次解釈しながら実行するソフトウェア）になる。
Java で書いたコードは、コンパイル時には中間言語コードへとなおされ、実行時にはバー
チャルマシンの上で実行される。 
ここで C 言語のようなコンパイラ言語は、コードを直接マシンの上で実行するので、実行
させるマシンの環境に依存することになる。例えば C 言語では、符号なしの int 型の大き
さを最低 16bit(0〜65535)と定義している。ここで「最低」というのがポイントで、マシン
によっては 24bit でも、32bit でも良いということになる。これは、int 型だけに限った話で
なく、C 言語のさまざまな部分に影響している。
一方 Java ではバーチャルマシンを利用しているので、プログラムはなるべく近い環境で実
行されることになり、こういった問題はかなり少なくなる。

2.  オブジェクト指向か   

　Java はオブジェクト指向、C 言語はオブジェクト指向ではない。オブジェクト指向とは、
オブジェクト同士の相互作用としてシステムの振る舞いをとらえる考え方である。 
この違いが大きく表れているのは、関数の定義場所であろう。 Java はオブジェクト(クラ
ス)の内部に、メソッドとして関数を定義する。ちなみに、ここではオブジェクトの持つ
関数をメソッドと呼んでいる。一方、C 言語はオブジェクト指向ではありませんので、グ
ローバルな領域に関数を定義する。これによって、関数へのアクセス方法が異なる。オブ
ジェクト指向は、関数(メソッド)は何らかのオブジェクトに包まれているので、
オブジェクト名 . メソッド名 (引数); 

としてアクセスする。
これに対して C 言語では、
関数名 (引数); 

として関数にアクセスする。また、C 言語では、クラスからインスタンスを生成する仕組
みがないので、new や instanceof 演算子がない。しかし、C 言語の構造体の仕組みは、少
しクラスと似ている。構造体はメソッドを持てないのが、クラスと大きく違う点である。 

3.  ポインタの仕組みがあるか  

　ポインタの仕組みといったが、要するにメモリを直接操作できるかどうかです。C 言語
ではメモリを直接操作できますが、Java ではできません。そのためメモリサイズを調べる
sizeof 演算子、メモリを確保する malloc、ポインタに関する演算子、* や &が Java にはあ
りません。

4.  メモリの利用  

　C 言語と Java の違いの一つでガベージコレクションがあるかどうかがある。ガベージコ
レクションとは、プログラムが動的に確保したメモリ領域のうち、不要になった領域を自



動的に解放する機能である。つまりメモリを再利用するための仕組みです。Java にはこれ
が実装されており、メモリの領域を考えなければならない C 言語より優れているといえる。
しかし、
ガーべッジコレクションがあっても、たくさんのインスタンスを確保したためにメモリが
本当に不足したら、メモリ不足のエラーになります。


